







































































































































































外務大臣は、国体（天皇の地位）に変化がないことを前提に ポツダム宣言を受諾するほか い旨を べた。陸軍大臣は、外相の意見に異をと



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 それについてロシアとの国交上の大問題は、いろいろあろうが、国内問題としては、 「防共協定の破棄」 「治安維持法の撤廃」 「延安政権の承認」の三つであり、日本はこれを切札として、ロシア外交に先手をうち、結局において日本の思うとこ に服せしむべきである。
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江田島海軍兵学校生徒は、さいごの勝利をうるものと信じておりました。ま 教官より そのように聞かされ おり し し に大詔が発せられ





じぶんはこの歳で未教育で七月十五日召集。本月五日 へされた。このみじかい間にじぶ が痛切 感じたことは、軍隊という ころは、あまり 階

































千葉の某方面で高射砲部隊員として、つね 本土侵入の敵機 闘ってきましたが、突然停戦ということになり 降伏だと うことを聞いたとき は
そんなバカな話はない。日本軍は だ〳〵降伏などできるも か。これはあきらかに日本の国を売る「スパイ」の奸策にちがいないと思った。





















































五日正午の天皇の特別放送は、国民に衝撃をあたえたことは しかであり、その受けとめ方は人によってことなる。かっての職場で同僚であった某先生（国文学者）は、終戦時、旧制の中学生で ったが、玉音放送をきいて気力が抜 、ぼんやりした、と筆者に語った。
終戦の大詔を聞いて、内心よろこんだ者、ほっとした者、落胆した者、虚脱状態になった者、哀しんだ者、よくわからなかった者、空虚さを感









に心にうっ積し、ときにそれが表に吹き出ることがある。そのときひとは、心配や不安 も になるものを意図的にゆがめたり おおげさに伝えたりする。 わさが真実性 富んで たり、真に迫ってい と、それだけデマ 暗示力、伝播力 高くなる。風評は真実味とウソの混合物といえる。
戦争末期になり、国家に戦争遂行能力がなくなると、 計画が秘かに進められ、ソ連を中継として戦争を終結せんとした。当時、苦境
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